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の関係を学ぶことができるようになってい

る．通読すれば，開発・自然保護や過疎化と

いった社会課題に直面する森林地域の住民が

抱える葛藤が重なり合いながら浮かび上がっ

てくる．このことは，外部からの影響を受け

つつも，それぞれの地域社会の中で「森林と

ともに生きること」と深く結び付いた内在的

な論理・仕組みであったはずの民俗知が，国

家・ドミナント社会・企業・NGO などの外

部アクターとの交渉の中で政治化される場面

が増えていることにも現れている．

それ故に，評者には本書の最後に言及され

ている民俗知の「翻訳」が，矛盾をはらんだ

困難な仕事に思える．編者のひとりである蛯

原をはじめ，現地に長期間住み込みながら研

究を続けるレジデント研究者が複数執筆陣に

加わっていることが本書の特徴であり，地域

社会や知識の担い手とともに研究・実践する

方向性が強く打ち出されていることはよく分

かる．しかし民俗知とは，身をもって識るも

のではあっても，翻訳可能なものなのだろう

か．本書の中で繰り返し示されているよう

に，一見とらえどころのない，不定形なとこ

ろが民俗知の良さであり特徴である．エスノ

サイエンスの記述・分析と，地域社会のサバ

イバルに関わる知識の翻訳（権利擁護や代

弁）とでは目的も意味も異なる．「民俗知を

可能な限りで形式知に変換してから，他者

に伝える」（p. 278）ことが媒介・翻訳なの

だとすると，翻訳者は，柔軟で可塑性のある

民俗知が形式に馴染まないことを了解したう

えで，民俗知が形式知に絡め取られ固定化さ

れてしまわないような「翻訳」のあり方を試

行錯誤するという困難を強いられることにな

る．「複数のアイデンティティや立場を有す

る人材」（p. 279）であるほど，その苦悩は

深くなるのではないだろうか．

それでもあえて翻訳という言葉を使うのな

らば，評者は民俗知と科学知の二項対立を前

提とする「知の変換」よりも，本来の翻訳仕

事に含まれる異種混交による創造や遊びの創

出過程に着目したい．現代のレジデント研究

者には，必要に応じて外部社会を巻き込み，

民俗知／科学知を問わず活用しながら新たな

知識を地域の人々と「ともに」創造してい

く，コンヴィヴィアルな営みこそが求められ

ているように思うからである．

間永次郎．『ガーンディーの性とナショ

ナリズム―「真理の実験」としての独立

運動』東京大学出版会，2019 年，390 p．

藤倉達郎 *

非暴力主義によってインド独立運動を率

い，マハートマー〔偉大なる魂〕と呼ばれた

ガーンディーは，インドとパーキスターンの

分離独立を目前に控えた政治的大混乱の時期

に，自らが出版していた週刊誌に「ブラフ

マチャリヤ」（性欲統制）に関する記事を連

載する．5 回シリーズで掲載されたその記事

は，インドの人々に「生殖器官の統制」を行

ない，「真のブラフマチャーリー」（性欲統制

者）になることによって「独
スワラージャー

立の全ての任

務」を完了するように説いた（pp. 3–4）．ま
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た，晩年のガーンディーは，ブラフマチャリ

ヤの実験の一貫として，側近の女性たちと裸

で寝床をともにしている（第 6 章）．

ブラフマチャリヤは，ガーンディーの生涯

を通じて，サッティヤ（真理）やアヒンサー

（非暴力）などと不可分のものとして深めら

れていった重要な主題である．しかし，ガー

ンディーのブラフマチャリヤを中心に据えた

研究はこれまで少なかった．その理由として

著者の間永次郎氏はまず，ガーンディーの

ブラフマチャリヤやセクシャリティの問題

が，「国民の父」「偉大なる魂」あるいは世俗

的欲望の放棄者というイメージにそぐわない

ものとして，インド国内で長年タブー視され

てきたことを挙げる（pp. 6–7）．さらに，ポ

スト啓蒙時代の実証主義的な社会科学によっ

ては，ガーンディーの運動の道徳的・宗教的

側面を正面からとらえることが難しい，とい

うこともある（pp. 7–8）．これと対照的に，

E.H. エリクソンを代表とする新フロイト派

は，ガーンディーの精神史の一環としてブラ

フマチャリヤに注目してきた．しかし，それ

らの研究では，エディプス・コンプレックス

などの既存の理論をただあてはめて，想定内

の議論が展開されるにとどまっている．ま

た，社会的・政治的側面は捨象されている

（pp. 8–9）．

2000 年になると，ブラフマチャリヤを主

題とする 2 つの学術書が公刊される．ひと

つは文化人類学者によるもので，もうひとつ

は歴史学者によるものである．前者はフー

コーの権力論を援用しながら，独立運動の非

暴力闘争とブラフマチャリヤが，身体にお

いて決定的に結びついていると論じ［Alter 

2000］（p. 10），後者は，ガーンディーの実

験を，セックスを放棄することにより，セク

シャリティを十全に受容する試みだという解

釈を示した［Lal 2000］（p. 12）．著者はこ

れらの先行研究に一定の価値を認めつつも，

それらが，既存のフーコー的な枠組みに依存

することや，過度な解釈学的アプローチに

よって，「ガーンディー自身の言葉からあま

りに離れてしまっている」（p. 13）と論じる．

これらに対して，著者はブラフマチャリヤ

の実験の意味を，ガーンディー自身の言葉に

もとづいて内在的に理解することを目指し

た．ガーンディーは，グジャラーティー語，

ヒンディー語，英語の 3 つの言語を自在に

用いた．著者は，ガーンディーが生涯を通じ

て著した，これら 3 つの言語による大量の

原語テクストを通時的・網羅的に精読すると

いう作業を行なった．その成果である本書

は，ガーンディーのブラフマチャリヤの思想

とその発展過程を，彼の政治運動との絡み合

いの中で理解するための，画期的な研究書で

ある．

本書は序章，終章に加えて，各 3 章から

なる 2 部構成になっており，第 1 部ではガー

ンディーの南アフリカ滞在期が，第 2 部で

はインド帰国から暗殺されるまでの時期が

扱われる．「精液結集の秘術」と題された第

1 章は，「非暴力的抵抗」の異名で知られる

ガーンディーの「サッティヤーグラハ」（真

実堅持）闘争の南アフリカにおける誕生に焦

点をあて，まず，それが単なる政治的戦略の

選択ではなく，ガーンディーの宗教的経験に
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根ざしていることを明らかにする．さらに政

治的戦略に還元不能な「神の誓い」でもあ

るサッティヤーグラハが，いかにアートマ

ン（自己，魂）の力を必要としており，それ

がアートマンの浄化のためのブラフマチャリ

ヤと結びつくかが論じられる．ここで重要で

あったのが生命力や活力の源泉である「精

液」を体内に蓄積することであり，その放出

を引き起こす「性欲」を克服することであ

る．しかし，性欲克服のための具体的な解決

法は見出されていない．

第 2 章では，ガーンディーの初期の著作

『ヒンド・スワラージ』に書かれたサッティ

ヤーグラハが，ラージチャンドラ，トルスト

イ，ヴィヴェーカナンダという 3 人の同時

代人から，どのような影響を受けているかを

分析する．ラージチャンドラはガーンディー

と同郷でヒンドゥー教の深い学識をもってい

た．ガーンディーは彼から，サッティヤーグ

ラハの基盤となる慈悲・アートマン・真理と

いった概念を学んでいく．トルストイは「ラ

ディカルな意味での内的（＝個人の）完成と

外的（＝世俗世界の）完成の一致」を説き，

それが成就された状態を「神の国」と呼んだ

（p. 93）．ガーンディーは南アフリカ時代に

トルストイの多くの著作を読み，トルストイ

の「愛＝神的自己＝世界の一致」（p. 94）と

いう思想は，サッティヤーグラハの思想形成

に大きな影響を与えた．ヴィヴェーカナンダ

の著作『ラージャ・ヨーガ』はインド国内外

で広く読まれ，「近代ヨーガ」の普及に大き

な影響力をもったとされ，ガーンディーも彼

の著作を読んだ．サッティヤーグラハを行な

う者は身体を鍛え精液結集をすることが不

可欠である，というガーンディーの叙述に，

ヴィヴェーカナンダの著作の影響が読みとれ

ると著者は論じる．

第 3 章では南アフリカの郊外にガーン

ディーが設立した「トルストイ農園」でのブ

ラフマチャリヤにまつわる 2 つの実験が検

討される．ガーンディーはこの農場でユダ

ヤ系ドイツ人のヘルマン・カレンバッハと

同居生活を送っており，2 人の間にはホモエ

ロティックな関係があったことが示唆され

る．この 2 人の間で行なわれた 2 つの実験

とは乳汁の放棄と蛇に対するアヒンサー（不

殺生）をめぐるものであり，これらの背後に

はガーンディー自身の身体に内在する性欲や

恐れについての意識があったが，それらへの

対処は消極的な禁欲主義に特徴づけられてい

た，と著者は論じる．

第 4 章では 1915 年のガーンディーのイン

ド帰国から，その 7 年後にガーンディーが

自らの率いた最初の独立運動が終焉するまで

の時期が扱われる．ガーンディーが呼びか

けた「非暴力非協力運動」は全インド・レ

ベルに広がり，彼は独立運動の実質的な最

高指導者になる．しかし，1922 年にチャウ

リー・チョウラーという僻地の村で起きた農

民暴動事件を機に，ガーンディーは闘争運動

の一斉停止を指示する．軌道に乗り始めてい

た反英闘争を停止する判断についての合理的

説明はいまだになされていない，と著者は述

べる．そしてそれを理解するためには，運動

の展開と，ガーンディー自身が自らの精液結

集に見出していた困難を関連づけて分析する
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ことが必要だと論じる．そしてそこには男

性主義的・抑圧的なブラフマチャリヤ思想

の限界が関わっていることを示唆する．第 5

章では 1922 年から 1924 年にかけてガーン

ディーが獄中で読んだタントラ（ヒンドゥー

教の密教的な儀礼・哲学）についての研究書

が，出獄後の行動にいかに関わっているかが

論じられる．獄中の読書を通して，ガーン

ディーはたとえば「女性との交流の中で，性

欲から自由になった者」について語りはじめ

る（p. 223）．出獄後にガーンディーが率い

た「塩の行進」には，それまでの反英闘争と

異なり，多くの女性が参加する．このように

出獄後のガーンディーのブラフマチャリヤの

定義は，従来の男性主義的・抑圧的なものか

ら，タントラ的な女性原理と密接に関わるも

のへと変化していく．

第 2 部の最終章である第 6 章においては，

塩の行進以後，ガーンディーの暗殺までの時

期が扱われる．独立が近づくにつれて，イン

ド国内のさまざまな分断が明らかになる．そ

の中でガーンディーは不可触民制廃止を訴え

て繰り返し「死に至る断食」を決行するが，

その際，断食は政治的目的を越えた「神の意

思」に従って行なわれなければいけない，と

繰り返し述べる（p. 270）．そして 1933 年

の 21 日間の断食開始直前には，神の声を聞

くという神秘体験をし，ますます社会的・政

治的問題と，個人のアートマン（魂）の浄化

や神との出会いという宗教的主題を結びつけ

て語るようになる（pp. 271–273）．1930 年

代後半以降のヒンドゥーとムスリムの宗教間

対立の高まりを，ガーンディーは自らのブラ

フマチャリヤの完成によって解決しようとす

る．1944 年 8 月に死者 5,000 人を出したカ

ルカッタ大暴動が起こると，ガーンディーは

宗教融和を呼びかける裸足の行脚とともに，

自らの血縁者である 19 歳の女性マヌとの裸

の同衾というブラフマチャリヤの実験（それ

を彼は「大
マハーヤッギャ

供儀」と呼んだ）を開始する．こ

の供儀を通してガーンディーはマヌの「母」

となることを目指し，この供儀によって発生

するエネルギーによって「実体的
0 0 0

に」宗教間

暴動をおさめようとしていたことが示され

る（pp. 291–292）．終章において，著者は，

ガーンディーがインド独立後にも「スワラー

ジ」（独立，自己統治）について語りつづけ

たことを指摘し，彼の「個人（vyakti）と集

団（sama ṣ t ī）の間には，ひとりの浄化が大

勢の人々の浄化と相同的であるという密接な

関係がある」という言葉を引用する（p. 348）．

そして，ガーンディーの思想がインド国外の

キング牧師，ネルソン・マンデラ，アウンサ

ンスーチーやダライ・ラマ 14 世に，たんな

る政治戦略や普遍宗教論ではなく，「良心の

声」や「真理の探究」の思想として引き継

がれていると述べる．それによって著者は，

ガーンディーの取り組んだ課題が，いまだに

／つねに「未完の課題」として私たちに残さ

れていると示唆しているように，評者には思

える．

本書はこれらの他に，ガーンディーの「世

俗主義」のとらえ方や，自己統治と「バク

ティ」（最高神への絶対的帰依）の関係等々

についても，示唆に富む論述を行なっている

が，ここでは紙幅の都合上，触れることがで
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きない．

しかし，この本を読んでいてほんの少し気

になった 2 点について書いておきたい．ひ

とつ目は，とても細かい言葉遣いに関わる．

第 1 章で，ガーンディーにとってのサッティ

ヤーグラハの意味を説明する際，著者は，

「その意味が完全なものとなるためには，近

代西洋の受動的抵抗には含まれえない誓いを

めぐる超越的かつ内在的な宗教的意味が付与

される必要があった…」（p. 56）と述べてい

る．これはガーンディーからの引用ではな

く，著者の地の文であるが，西洋社会を「近

代文明」という「大病」に侵されていると糾

弾していたガーンディー（p. 18）が，この

ような言い回しを使ったとしても不思議では

ないかもしれない．しかし，少し客観的にみ

ると，この表現には問題がある．なぜなら，

近代の西洋においても
0 0 0 0 0

，自らの政治的行動

に，超越的かつ内在的な宗教的意味を見出す

ことが「ありえない」などということはあり

えないからだ．

このことは，本書を読みながら評者が感じ

た第 2 の小さな違和感とも，ほんの少し関

係がある．それは本書の冒頭部分で，著者

が，ガーンディーのブラフマチャリヤが「こ

れまでほとんど学術的研究の対象となること

がなかった」と書いていることだ．1990 年

代半ばにアメリカの大学院で，ガーンディー

のセクシャリティについての議論をときおり

耳にしていた評者は，この一節を読んだと

き，「ほんまかな？」と思ったのである．し

かし，ほんの少し読みすすめると，ガーン

ディーの政治思想の形成過程や意味をブラフ

マチャリヤの実験との関係から「詳細に分析

したものは皆無であった」というセンテンス

に出会う．さらに読みすすめると，ガーン

ディーのブラフマチャリヤを主題にした学術

的論考は複数存在するが，ガーンディーのナ

ショナリズム思想とブラフマチャリヤ実験に

関わる一次史料を徹底的に渉猟し，緻密に内

在的に分析した研究は，本書より前には存在

しなかったということがわかる．そして，こ

れは正しい．「いくつかの先行研究」と題さ

れた序章第 2 節でとりあげられているジョ

セフ・オルターは，ガーンディーの身体とナ

ショナリズムについての著書［Alter 2000］

を公刊するずっと以前から，インドのレス

ラーについての人類学的調査を行なってい

た［cf. Alter 1992］．そこでのテーマは，身

体の鍛錬という目的によって自らの生活全般

を律しているレスラーたちが，同時に社会改

革者でもあり，自身と社会全体を相似的で，

ともに身体的構造をもつものとしてとらえて

いる，ということである．そのレスラーたち

にとっても，精液の保持と蓄積は重要な課題

であった．ここから考えると，オルターに

とって，ガーンディーは，インドの身体や道

徳性について人類学的に考えるための，さら

なる応用問題であったようにもみえる．ガー

ンディー自身の人生と思想を深く理解したい

と望む人には，私は迷わず間氏の著書を薦め

るだろう．しかし，本書が同時に明らかにし

ているのは，ガーンディーの人生と思想が，

独立運動期のインドという時代的・地理的制

約をはるかに越えて，現代の世界にとっても

大きな意味をもっているということだ．ガー
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ンディーと直接的な思想的影響関係にない人

物や事象について考える際にも，それが身体

性に関わることでも，倫理，社会，政治，経

済，環境，セクシャリティ，宗教，世俗性そ

の他に関わることであっても，ガーンディー

の人生は，深く独特な視点を私たちに与えて

くれる．そのように，ガーンディーを通し

て，自己と世界についてなんらかの新しい視

座を得ようとするときに，本書は大きな助け

になると考える．
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